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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合

1 特色ある教育活動を行って
いますか。

○学校行事や授業について各分掌・各課において見直しや検討を
し、内容の充実と改善を進める。

○各教科・科目で、主体的・対話的で深い学びの視点に立った授
業の研究と導入に取り組む。

○全校体制でＳＳＨ事業に取り組み、生徒の多元的思考力と自己
調整能力、挑戦し失敗から学ぼうとする態度を育成する取組を充
実させると共に、その活動内容に関する広報活動を充実させる。

2 校訓や教育目標が生徒に理
解されるように努めていま
すか。

○学校通信や学年通信、保護者集会等で教育目標を積極的に提示
し具現化する。

3 生徒の主体的な学びを引き
出す「総合的な探究の時
間」を行っていますか。

○「総合的な探究の時間」において、生徒が主体的に活動できる
ように課題研究すごろくを中心とした課題研究プログラムを実施
する。R8年度は過去２年で行ったプログラムの大幅なアップデー
トの効果を検証し、今後の改善の方向性を見定める。

4 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

○授業アンケートを充実させ、生徒のニーズを把握すると同時
に、難関大入試に対応した授業の充実を図る。

○平常課外補習、長期休業中の講座等をさらに充実させる。

○本校の研修テーマに沿った研究授業・授業研究を実施し、授業
改善を図る。

○教科間の横の連携のとれた課題を課し家庭学習の定着を図る。
○学習内容の定着を図るために、学習量の調査や点検、反省を行
う。

6 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

○学年会議、運営委員会、拡大教育相談会議等で、定期的に生徒
の情報交換を行い、重要な情報については職員会議等の場を通じ
て全職員の共通理解を図る。

○生徒がエージェンシーを発揮し、企画運営をする環境作りに努
める。
○部活動・生徒会活動の振興のための環境整備をする。

○原則として遅刻が月５回を超える生徒に対しては段階的に指導
を継続し面談、保護者連絡等を徹底させる。

○「あいさつ」を活発に交わせる校内の雰囲気を醸成し、服装や
あいさつについて生徒の意識を向上させる。
○服装や頭髪の乱れがないか常時全職員で確認し乱れがあれば即
時指導する。

9 計画的な指導を行っていま
すか。

○３年間を見通した進路年間計画を踏まえ、ＬＨＲ、「総合的な
探究の時間」、進路講演会等により、進路情報を提供する。

○学年に応じた面談プログラムを計画し、二者、三者面談をきめ
細かく実施する。

○進路指導部による進路通信を発行し、情報を生徒、保護者に提
供する。
〇各通信については、必要に応じて一斉メールで配信し、保護者
に周知を図る。

10 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

○地域の社会人、保護者、卒業生、大学関係者等を講師として積
極的に活用する。
○オープンキャンパスへの参加や大学情報を入手するためのイン
ターネットの活用を推進する。
○模試や各種統計資料により生徒の学力分析を行い、課題を明確
化する。

○学校評議員会、ＳＳＨ公開発表会の日程に合わせて、「授業公
開」を行う。

○個人情報に配慮しながら、学校行事や部活動の様子、進路情報
等最新の情報を学校ホームページを活用し、地域へ発信する。
○学年の特長や取組状況、行事等の様子を随時情報発信する。

12 家庭、地域社会の教育力を
活用していますか。

○進路講演会やｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄｶﾞｲﾀﾞﾝｽで、保護者や地域社会の方の講演
を実施する。また同窓生による講演会を計画する。

○授業、進路学習、行事等で積極的に活用する。

〇講演会や研修会等に参加するよう指導する。また、各種行事の
動画配信を計画する。

〇ICTの効果的な活用に係る授業改善を踏まえた指導をする。

○保護者への通知等にメールやHP等を積極的に活用する。

〇各種調査にｸﾞｰｸﾞﾙﾌｫｰﾑ等を活用する。

〇学期始めや感染症等の流行時に、ぐんまスクールネットメール
連絡網の利用を適宜周知する。

〇校内LANやｸﾞｰｸﾞﾙﾄﾞﾗｲﾌﾞを利用してﾍﾟｰﾊﾟ-ﾚｽ化を推進する。

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

生徒は確かな学力を身に付
けていますか。
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７ 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

　
８ 生徒は健康で、規則正しい

学校生活を送っています
か。 ○服装やマナー、あいさつの指導を適宜行っている。

また、ＨＲや集会等での服装指導を行うとともに、各
学期ごとに生徒主体のあいさつ運動を実施している。

○学校のいじめの防止や早期発見に向けた取組が充実
していると評価する生徒が80％以上である。

○家庭と連携をとりながら、生徒の怠慢による遅刻を
なくし、１日の平均遅刻者は全体の２％以下である。

○生徒の将来の志望について理解している保護者が
80％以上いる。

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策

○授業改善のための授業公開や授業研究を各学年、年
２回以上実施している。

羅　　　　　針　　　　　盤

○各教育活動に満足している生徒が80％以上である。
○自分の学校が好きだと感じている生徒が80％以上で
ある。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

○授業の質の高さに、満足している生徒が80％以上で
ある。

○ＳＳＨ参加生徒の80％以上がその事業内容に満足し
ている。

○授業、学校行事、生徒会活動・部活動等が充実して
いると評価する生徒が80％以上である。

○校訓や教育目標を理解して、学校生活を送っている
生徒や保護者が80％以上である。

Ⅳ

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

Ⅴ

○一連の探究活動に、主体的に取り組んだと自己評価
している生徒が80％以上である。困難を避けるのでは
なく、困難に挑むよう試行錯誤をする生徒の割合がR5
より増加している。

○学校から提供される進路情報が役立っていると評価
している生徒が80％以上いる。

○学習への達成感・満足感を持っている生徒が80％以
上である。

○進路希望実現に向けた学習指導に、生徒の80％以上
が満足している。

○学習内容の定着を図り、家庭での１日当たりの平均
学習時間が３時間以上である。

○職員会議や学年会議等において、生徒に関する情報
交換を月に２回以上行っている。

○教員に相談しやすい雰囲気ができていると考える生
徒が80％以上である。

○「自己の生き方」と「将来の職業」との関連を幅広
く考えさせる活動を実施し、進路実現に向けて積極的
に取り組んでいる生徒が90％以上である。

達成状況のまとめ及び次年度の課題 学校関係者評価

○進路通信や学年通信等を通じて、年６回以上、学年
に応じた進路情報を生徒や保護者に提供する。

11 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

○学校の教育活動を家庭や地域に理解してもらうため
に「学校公開」を年２回実施する。

○学校のホームページを随時更新し、最新情報を提供
し、HPに関する保護者の満足度が８０％以上である。
○各学年が学年通信を各学期３回以上発行する。

○生徒会や生活委員会を中心に主体的にいじめ防止の啓発活動に
取り組む。また、二者面談やアンケートとともに、平常から生徒
が職員に気軽に相談できる体制を作り、いじめの防止、いじめの
早期発見に努める。いじめには組織的に対応する。学校の取組に
ついて保護者にも周知する。

教育デジタル化
に努めています
か。

Ⅵ

14 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

〇ｵﾝﾗｲﾝによる通知の割合が80％以上である。

〇ｵﾝﾗｲﾝでのｱﾝｹｰﾄを年５回以上実施している。

〇ｵﾝﾗｲﾝによる欠席連絡の利用者の割合が80％以上で
ある。

〇ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽの職員会議等を９回以上実施している。

○保護者や地域社会の方、同窓生を講師にした講演会
などを年３回実施する。

13 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

〇生徒が学習用端末を毎週利用している。

〇生徒のｵﾝﾗｲﾝによる交流や情報発信を年５回以上実施
している。

〇ICT機器を使ったことがある授業が90％以上であ
る。


